
【開催報告】なんでこんなに大変なの？！日本の子育て・介護のゆくえ 

 

平成 28 年 10月 22日（土曜日）午後 2時から

アビスタ・ホールで、あびこ女性会議との共催

講演会を開催しました（参加者 38人）。 

講師は実践女子大学人間社会学部准教授の 

山根純佳（やまねすみか）さん。 

 

講演はまず、日本の現状から始まりました。 

いっこうに減らない待機児童。保育所が決まらず、母親が復職を断念す

るケースが後をたちません。年 10万人という介護離職者の中には介護保

険制度を利用しないまま離職する人もいるのだとか。 

さらに育児と介護の両方を同時に担うダブルケアに直面している人が約

25万人との推計もあります。 

家族によるケアは「労働」ではなく「責任」とされ基本的に無償。その

多くを女性が担ってきました。背景には近代社会以降の家族観がありま

す。すなわち男は稼ぎ手、女性は家事・育児という性別役割分業の考え

方。 

この考え方は働く女性が多くなった今も根強く、

男性の過労死や女性の貧困といった新たな社会問題も生まれています。

なんでこんなに大変なのでしょうか。どこの国も同じなのでしょうか。 

 

「高福祉国家といわれるスウェーデンでも性別役割分業の時代がありま

した」と山根さん。しかし「男性の解放なくして女性の解放はない」と

「二重の解放」により方向転換。男性は賃労働からの解放で育児休業を。

女性は家事・育児からの解放で就業機会を。 

山根さんは「男女平等というと女性を男性化させるのではと揶揄する向き

もありますが、男性にとっても大切なこと」と言います。 

 

オランダでは 1982年、「パートタイム経済」といういわゆるオランダ・

モデルがスタートしました。一人当たりの労働時間を短縮し増える失業者

の雇用を創出するというもの。管理職にもパートタイム労働者が約 2 割。 
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短時間労働でも待遇差別しない決まりで、

ライフステージに合わせて働き方が選べ

るので、3歳未満の子がいる母親でも約 7

割の就業率とか。 

 

各国の事例の合間に、山根さんの友人が

北欧を旅行した際に撮影したという写真

が紹介されました。公園や街角でベビー

カーを押すのは全て男性という風景。多

くの参加者から印象的だったとの声がありました。 

「日本も男性稼ぎ手型から両立支援型への転換を」と山根さんは締めくくりました。 

講演後の質疑応答では、実際にダブルケアを抱え

つらい経験したという参加者も。「ダブルケアを

担う人の“心のケア”も大切。ワンストップで相

談できる窓口があるといいですね」と山根さんは

答えていました。 

  会場後方で講師の著作などを展示 

 

 

 

講師プロフィール：山根 純佳さん 

実践女子大学人間社会学部准教授。1976年神奈川県横浜市

生まれ。東京大学大学院人文社会系研究科博士課程修了。

博士（社会学）。著書に『産む産まないは女の権利かーフ

ェミニズムとリベラリズム』（勁草書房、2004年）、『な

ぜ女性はケア労働するのか―性別分業の再生産を超えて』

（勁草書房、2010年） 

  

⇒次ページ以降にチラシとポスターあり 
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